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•

蚕
糸
の
科
学
と
技
術
の
進
歩 

 

•

国
の
基
幹
産
業
と
し
て
の
蚕
糸
業
の
発
展
を
目
標
に
掲
げ
て
、
選
り
す
ぐ
ら
れ

た
英
才
叡
智
が
国
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
で
蚕
糸
研
究
に
取
り
組
み
、

わ
が
国
の
蚕
糸
科
学
と
技
術
は
世
界
に
冠
た
る
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
蚕
糸
科

学
と
技
術
と
が
車
の
両
輪
と
し
て
互
い
に
刺
激
し
あ
っ
て
蚕
糸
業
を
発
展
さ
せ

る
展
開
が
み
ら
れ
た
。
蚕
か
ら
絹
に
い
た
る
基
礎
か
ら
応
用
に
関
す
る
一
連
の

研
究
は
、
実
業
に
役
立
つ
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
新

し
い
分
野
の
発
展
に
結
び
つ
い
て
き
た
。
蚕
は
、
実
験
用
動
物
と
し
て
素
性
が

確
か
で
、
斉
一
な
材
料
が
大
量
に
い
つ
で
も
得
ら
れ
、
扱
い
や
す
い
な
ど
の
優

れ
た
条
件
を
備
え
て
お
り
、
動
物
遺
伝
学
や
生
理
学
な
ど
の
進
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
。
ま
た
、
蚕
は
内
部
構
造
が
開
放
血
管
系
で
、
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
能

が
極
め
て
高
い
特
性
が
あ
り
、
最
近
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
有
用
物
質
を
生
産
す

る
昆
虫
工
場
の
主
役
と
し
て
最
先
端
技
術
を
支
え
て
い
る
。
今
日
の
世
界
の
蚕

糸
科
学
と
技
術
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
の
研
究
者
と
技
術
者
に
よ
っ
て
作
り

出
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
ら
は
国
内
の
蚕
糸
業
は
も
と
よ
り
、
世
界

の
蚕
糸
業
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
、
ま
た
他
の
学
問
分
野
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
品
種
や
バ
キ
ュ
ロ
ウ
イ
ル
ス
利
用
に
よ

る
有
用
物
質
生
産
な
ど
、
今
日
の
先
端
科
学
技
術
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る
と
蚕
糸

研
究
に
た
ど
り
つ
く
例
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
蚕

糸
技
術
と
科
学
は
、
わ
が
国
が
最
も
自
信
を
も
っ
て
で
き
る
国
際
貢
献
と
し
て

外
国
へ
の
蚕
糸
技
術
指
導
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

 



平成21年10月30日(金） ～ 平成21年11月23日(月） 
食と農の科学館（つくばリサーチギャラリー） つくば市観音台3-1-1  



御養蚕では、日本古来の「小石丸」、日中交雑種の「日137×支

146」と欧中交雑種の「欧16×支16」の３品種が飼育されており

ます。農業生物資源研究所では、毎年、皇后さまが飼育される小

石丸の卵の保存と催青 並びに 蚕蛾の母蛾検査と後者２交雑種の卵

の提供を行なっています。小石丸は明治３８年、ときの皇太子妃

で後の貞明皇后が東京蚕業講習所に行啓の折、たいそうお気に召

されたと伝えられ、その折、種が献上され、それ以来飼育されて

います。 

明治４年に昭憲皇太后吹上御苑で始められた皇后陛下による御養

蚕は「皇后御親蚕」という形で歴代の皇后陛下に受け継がれてき

ました。 

皇后陛下は平成２年に御養蚕を引き継がれてから、毎年５月の初

旬から「春蚕」飼育をなされます。養蚕の作業は「桑摘み」「給

桑」「上蔟」「収繭」と多くの行程がありますが、皇后陛下は、

お忙しいご公務の合間を縫ってあらゆる作業をなさっています。 

皇后陛下の御親蚕 



明治初期より現在まで、皇后さまの御養蚕が紅葉山御養蚕所において連綿として続けられています。 

 

天皇陛下の御稲作とともに皇后さまのご養蚕はわが国の農耕文化の象徴として重要な皇室行事となっています。  

 

皇室における御養蚕は主に日本古来の蚕品種「小石丸」が、農業生物資源研究所ジーンバンク（北斗地区）から

献上され飼育されています。  

 

大正天皇の皇后陛下、貞明皇后さま（昭和天皇の生母、名は節子姫 ）は養蚕にご関心があったようで〃青山御

所において明治45年までは皇太子妃殿下として〃大正2年からは皇后として、御親蚕（皇后御自ら蚕を飼育なさ

る こと）されました。 

 

大正6年の春から、掃立式（今の御養蚕初の儀）と奉告祭（今の御養蚕納の儀）が行われるようになりました。

この２儀において、皇后さまは神前に進んで親しく御拝されます。 

 

貞明皇后さまは蚕糸・絹業を奨励し、養蚕・蚕糸を題材とした和歌を能くされました。またハンセン病患者を救

うラ゗病の救済事業などにも尽力されました。 

 

昭和26年（1951）崩御（66才） 

貞明皇后 



平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
） 

 
 

「
歌
会
始
の
儀
」
御
歌 

 
美
智
子
皇
后
さ
ま 

  

葉
か
げ
な
る
天
蚕
（
て
ん
さ
ん
）
は 

 

ふ
か
く
眠
り
ゐ
て 

 

檪
（
く
ぬ
ぎ
）
の
こ
ず
ゑ 

 

風
渡
り
ゆ
く 













蠶體（蚕体）解剖図 

石渡繁胤（いしわたしげたね）はカ゗コ（幼

虫）から病原性の強い桿菌を発見した（1901）。

そして、これを「卒倒病菌」と呼んだが、後に

岩渕洋介はこの菌の学名をバチルス・ソッ

トー・゗シワタ（Bacillus sotto Ishiwata）と

表記した。この菌は今日ではバチルス・チュー

リンゲンシスの同種として扱われている。また

石渡は、蚕児の雌雄鑑別法を確立した。 

石渡繁胤著、全１４軸、明文堂 
（大正２年（1913）１月） 



御養蚕では、日本古来の「小石丸」、日中交雑種

の「日137×支146」と欧中交雑種の「欧16×支

16」の３品種が飼育されております。農業生物資

源研究所では、毎年、皇后さまが飼育される小石

丸の卵の保存と催青、並びに蚕蛾の母蛾検査と後

者２交雑種の卵の提供を行なっています。小石丸

は明治３８年、ときの皇太子妃で後の貞明皇后が

東京蚕業講習所に行啓の折、たいそうお気に召さ

れたと伝えられ、その折、種が献上され、それ以

来飼育されています。 



まさしくこれぞ 
 

GFPの蛍光色！ 







天然（サンゴ）色が魅力！ 
 

ソフトな自然カラー 
 



天然（サンゴ）色が魅力！ 
 

ソフトな自然カラー 
 



左：照明は白色灯、右：照明は青色LED（黄色フィルター使用） 







緑色および赤色蛍光タンパク質を発現した繭
糸で作製したニット類  (ワンピース、ジャケット、
ショール) 

 
左：照明は白色灯、右：照明は青色LED（黄色
フィルター使用） 

緑色および赤色蛍光タンパク質を発
現した繭と絹糸 
 
上：照明は白色灯、下：照明は青色
LED（黄色フィルター使用） 



ビィビィトな蛍光色 



ヒ 

カ 

リ 

展 
 

 
 
 
 

国
立
科
学
博
物
館 

ビィビィトな蛍光色 

朝
日
新
聞 

 

二
〇
一
五
年 

光 



 
内覧会 

 
10月29日 

 



 

公開シンポジウム 

１１月１８日 

つくば国際会議場 

 







nano tech大賞受賞 バイオテクノロジー部門 

【受賞者】独立行政法人農業生物資源研究所 

【受賞理由】遺伝子組み換えカイコによる高機能繊維の開発に成功。その応用としてフィ

ブロイン・蛍光タンパク質の融合タンパク質を発現させ、蛍光カラー絹糸を製作する技術

を確立したことを賞す。 

受 賞 

nano tech大賞受賞 

バ゗オテクノロジー部門 

2009年2月18日 



天皇皇后両陛下、ご視察行幸 
平成22年8月2日（月）農業生物資源研究所をご視察されました。 

1 2 

1/2 



1．産経新聞  2．読売新聞 
3．茨城新聞  4．東京新聞 

 
5月25日 
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特別会議室 



平山郁夫氏の了解のもとに京都の川島織物が作成、
伝統の西陣本綴錦織の技法を用いている。 
サ゗ズ:幅3.425 m、高さ2.48 m 





綴織りの源ともいわれる麻のコプト織は紀元前１３００年前後に発祥したと推定されている。約２０

００年前、漢代に織られたと思われる綴錦も中国に現存し、大陸を異にする南米ペルーのいわゆるプ

レ゗ンカで織られた綴織りも存在する。わが国でも１２００年前、天平時代に巧緻な綴錦が織られ正

倉院御物として残っている。 

この例から見て、綴織りの技法は古代からしかも世界の各地に散在しており、その伝承の経路を一元

的に特定することはできない。 

古来、貴重なものとして、金、銀、さんご、綾錦といわれたが、「あや」「にしき」は本来絹であり、

綴織りの内でも絹で織ったものは、特に「綴錦」といわれている。 

綴織りの特徴は、一般の織物は幅一杯にヨコ糸が通っているが、模様に従って部分的に糸を組ませる

（綴る）ので、境界にハツリ孔という間隔ができる。このハツリ孔の有無で他の織物と区別できる。

綴織りは、時として１日５㎝も織り進めない程煩雑で細緻な手工芸による物である。 

「流沙絹道」「絹讃歌」は、いずれもこの技法によって製作された正絹の綴織り（綴錦）である。 

綴錦（つづれにしき） 



一般公開 高円寺 

例年、一般公開では、蚕糸絹業の概況、蚕糸研究の成果と現状のポスター展

示や、桑、生きた蚕（桑飼育、人工飼料育の蚕、突然変異蚕）、繭、絹織物

の標本展示のほか、繰糸の実演、クズ繭を利用した人形づくりの講習会、映

画上映、技術相談などを行っていました。 



来観者数 

来観者数 昭和54年度 昭和53年度 昭和52年度 昭和50年度 昭和48年度 昭和47年度 

本場（高円寺） ― 2525 * 2,010 1,787 1,835 

東北支場（福島市） 240 278 280 256 417 448 

中部支場（松本市） 511 411 301   

関西支場（綾部市） 630 617 987 507 500   

九州支場（熊本県植木町） 273 452   

新庄原蚕種試験所（新庄市） 456 521 610 482 267 311 

宮崎原蚕種試験所（宮崎市） 768 667 374   

岡谷製糸試験所（岡谷市） 510 681 655   

桑育種第2研究室（小千谷市） 683   

合 計 3,115名 3,448名 6,867名 3,255名 2,971名 2,594名 

* 昭和52年度が高円寺最後の一般公開でした           



一般公開 つくば 

東京・高円寺時代より、毎年4月中旬の科学技術週間の一日、当研究所では「一般公開」を開

催しています。最近の研究成果の紹介、桑の木や生きた蚕、いろいろな昆虫の展示、繰糸と

機織りの実演、絹製品の展示即売などを企画しています。大わしキャンパスへの交通の不便

さにもかかわらず、例年、多数の来所者で賑わい、たいへん盛況です。 

ちなみに、平成4年度から12年度までの来観者数を調べたところ別表のとおりでした。 



来観者数 

年度 来観者数 

平成2年度 1,500名余り 

平成3年度 1,900名余り 

平成4年度 1,900名近く 

平成5年度 2,174名 

平成6年度 2,103名 

平成7年度 1,674名 

平成8年度 1,158名 

平成9年度 1,401名 

平成10年度 1,102名 

平成11年度 1,222名 

平成12年度* 1,172名 

*蚕糸・昆虫農業技術研究所として最後の一
般公開でした。 



一般公開 農業生物資源研究所 

゗ネの品種改良に新たな歴史を拓く、いもち病抵抗性遺伝子の発見－美
味しく、いもち病に強い゗ネの品種を開発－   福岡修一研究員 

研究者による説明 栞作り実験 

岡谷では嶋崎昭典先生も説明 



来観者数 

平成年度   つくば 大宮 松本 岡谷 小淵沢 計 

19年度 

平日 2002 328 54 444 0 2828 

一般公開 2103 ‐ ‐ 360 126 2589 

計 4105 328 54 804 126 5417 

18年度 

平日 2552 295 64 666 88 3665 

一般公開 2076 ‐ ‐ 314 31 2421 

計 4628 295 64 980 119 6086 

17年度 

平日 2091 269 86 372 223 3041 

一般公開 1767 67 ‐ 267 116 2217 

計 3858 336 86 639 339 5258 

16年度 

平日 1646 354 93 172 28 2293 

一般公開 2106 ‐ ‐ 267 ‐ 2373 

計 3752 354 93 439 28 4666 

15年度 

平日 1315 283 217 173 70 2058 

一般公開 2160 92 ‐ 500 ‐ 2752 

計 3475 375 217 673 70 4810 

14年度 

平日 1502 245 165 487 26 2425 

一般公開 1798 127 ‐ 250 ‐ 2175 

計 3300 372 165 737 26 4600 

13年度 

平日 2292 237 142 366 108 3145 

一般公開 1836 126 ‐ 250 ‐ 2212 

計 4128 363 142 616 108 5357 



つくばエキスポセンター展示 

2008年6月7日（土）～8月31日（日） 

つくばエキスポセンター研究機関等紹介コーナ

ー 農業生物資源研究所展示 

開館日数と期間中の入館者数 

開館日数（期間中） 

入館者数（期間中） 

生物おもしろ33話（参加者数） 

78日 

55,670人 

946人 

下記CD-Rを持ち帰られた見学者 141人 

タ゗トルと講演者  

http://homepage3.nifty.com/sanshi/link/img48.jpg 

http://homepage3.nifty.com/sanshi/link/img48.jpg
http://homepage3.nifty.com/sanshi/link/img48.jpg


国際共同研究で5か月間日本に滞在して 
  

Lisa Nagy リサ ナギー (遺伝育種部発生分化研究室） 

私は農林水産省の「先端技術開発国際共同研究」に参加するため、昨年10月来日し、蚕糸・昆虫研遺伝

育種部の発生分化研究室において、カ゗コの発生に関する研究を実施しています。こうした機会に恵まれ

たことを非常にうれしく思っております。私はこれまでシゕトルにあるワシントン大学動物学部のリン・

リデゖフォード教授の研究室で、タバコスズメガを用いて、初期発生を観測するホメオテゖック遺伝子の

発現制御に関わる研究をしてきました。現在、研究室のメンバーと共に進めている研究は、主にカ゗コの

初期発生制御機構の解析です。いろいろな蛍光色素や抗体を用いて、分裂核や細胞骨格を構成するタンパ

ク質などを染色し、共焦点レーザー蛍光走査顕微鏡で発生過程を追及しています。また遺伝子工学研究室

と共同で、カ゗コの初期卵へDNAを注射し、その後の発生に伴う外来DNAの挙動や消長についても調べ

ています。こうした研究は、カ゗コへの異種遺伝子導入、発現技術を開発する上で重要な知見を提供する

ものと期待しています。日本での5ヶ月間はまたたく間に過ぎ、残された滞在期間はあと１ヶ月になって

しまいました。実験したいことが非常に多く、6ヶ月はあまりに短いという気がします。帰国すれば、日

本で友達になった多くの親切な人々をきっと懐かしく思い出すことでしょう・・・ 毎日楽しんでいるお

茶とお饅頭の味とともに・・・ 相互の研究交流がいっそう活発になるよう祈りつつ。                    



おわり 


